
日
本
産
業
革
命
期
に
b
け
る
鉱
業
の
空
間
的
展
開

l
 
l
 
j
 

崎

茂

ま

え

iJ~ 

き

日本産業革命期における鉱業の空間的展開

わ
れ
わ
れ
が
現
実
に
、

日
本
に
お
け
る
鉱
業
の
空
間
的
構
造
を
問
題
に
す
る
場
合
、
そ
れ
が
日
本
資
本
主
義
の
歴
史
的
所
産
で
あ
る
、

と
い
う
看
点
に
ど
う
し
て
も
た
た
ざ
る
を
え
な
い
。
か
か
る
看
点
に
た
つ
な
ら
ば
、

日
本
資
本
主
義
の
成
立
過
程
、
す
な
わ
ち
明
治
期
の

産
業
革
命
の
段
階
に
、

い
ま
一
度
た
ち
か
え
っ
て
、
鉱
業
の
空
間
的
展
開
の
問
題
を
考
察
し
て
み
る
こ
と
は
不
可
欠
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。

鉱
業
が
、
繊
維
工
業
と
と
も
に
、

日
本
産
業
革
命
を
特
色
、
ず
け
る
大
き
な
に
な
い
子
で
あ
っ
た
と
と
は
く
り
か
え
す
ま
で
も
な
い
。
か
か

る
意
味
か
ら
も
、
産
業
革
命
期
に
お
け
る
鉱
業
の
空
間
的
展
開
の
問
題
は
、
繊
維
工
業
の
場
合
と
同
様
に
、
歴
史
地
涯
学
な
ら
び
に
経
済

地
理
学
の
重
要
な
研
究
課
題
で
あ
る
と
考
え
る
。
私
は
以
上
の
看
点
か
ら
、
こ
の
課
題
に
つ
い
て
、
従
来
、
野
外
調
査
を
基
盤
と
し
た
、

①
 

い
く
つ
か
の
事
例
的
研
究
を
、
金
属
鉱
業
の
場
合
に
つ
い
て
行
っ
て
き
た
。
本
論
で
は
、
右
の
課
題
に
つ
い
て
、
明
治
期
の
鉱
業
全
般
を

対
象
に
、
概
括
的
な
展
望
を
試
み
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
る
。
し
か
し
真
向
か
ら
右
の
課
題
に
つ
い
て
挑
む
だ
け
の
資
料
調
査
は
、
も
ち

ろ
ん
な
し
え
て
い
な
い
。
こ
こ
に
あ
え
て
、
本
論
の
展
開
を
試
み
る
の
も
、
こ
の
分
野
の
研
究
に
お
け
る
、

一
つ
の
捨
石
に
で
も
な
れ
ば

99 

と
考
え
て
の
こ
と
で
あ
る
。
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日本産業革命期における鉱業の空間的展開

い
て
も
、
全
輸
出
鉱
産
額
の
ほ
と
ん
ど
を
こ
の
両
者
で
占
め
て
い
た
(
第
2
表
)
。
鉱
業
に
お
け
る
二
つ
の
柱
と
し
て
の
、
こ
の
両
者
の

鉱
業
空
聞
を
中
心
に
展
開
し
て
い
っ
た
。

地
位
は
、
こ
の
よ
う
に
明
治
前
期
に
お
い
て
す
で
に
確
立
し
て
お
り
、

し
た
が
っ
て
産
業
革
命
も
鉱
業
部
門
に
お
い
て
は
、
と
の
両
者
の

と
こ
ろ
で
さ
き
に
掲
げ
た
主
要
な
鉱
産
物
に
つ
い
て
、
特
に
銅
・
石
炭
・
鉄
の
各
生
産
量
の
動
態
を
第

1
図
に
示
し
て
み
た
が
、
こ
の

グ
ラ
フ
に
よ
っ
て
、
産
業
革
命
が
鉱
業
部
門
に
お
い
て
、

ど
の
よ
う
に
進
行
し
て
い
っ
た
か
、
そ
の
趨
勢
は
表
面
的
な
が
ら
把
握
し
え
る

で
あ
ろ
う
。
か
か
る
鉱
業
生
産
の
動
態
を
基
本
的
に
規
制
し
た
条
件
、
す
な
わ
ち
産
業
革
命
の
強
力
な
推
進
者
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
明

治
政
府
の
鉱
業
政
策
に
あ
っ
た
。
い
ま
明
治
前
半
期
の
鉱
山
を
経
営
的
に
類
型
化
す
る
と
、
官
行
鉱
山
と
民
行
鉱
山
の
二
つ
に
大
別
し
う

る
。
初
期
の
殖
産
興
業
政
策
が
、
官
営
政
策
を
基
調
と
し
て
、
産
業
革
命
H

近
代
的
資
本
制
生
産
へ
の
胎
動
を
導
い
た
こ
と
は
注
目
す
ベ
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き
で
あ
る
が
、
鉱
業
に
お
け
る
官
営
は
、
ま
ず
同
元
年
(
一
八
六
八
)
の
旧
幕
領
鉱
山
H

生
野
銀
山
の
官
行
化
に
は
じ
ま
る
。
し
か
し
、
殖

産
興
業
政
策
の
重
要
な
一
環
と
し
て
、
ま
た
新
政
権
の
財
政
的
基
礎
確
立
の
た
め
に
も
、
鉱
山
の
官
行
化
を
積
極
的
に
打
出
し
て
い
っ
た
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，-" 
戸

，、盆r.-

鉱業 ノ
業条 fJ 
条例
{列施 y 
~ *←子.~.. 

布 25f 
21年白J
什~.

~ 
~ 
奴

鉄石銅

万野
仏百万
ト万斤
ン仏)
)ト
ン

日
本
坑
同
施
行
6
年
)

F
O
 

15 

10 

の
は
、
同
六
年
(
一
八
七
三
)

一
月
の
大
蔵
大

輔
井
上
馨
の
建
議
以
後
で
あ
っ
た
。
こ
の
井
上

4041年

収所誌業鉱本口μ年
8
告治明

は

、

第

3
表
の
ご
と
く
、
十
指
余
を
数
え
た
に

鞠
慨
す
ぎ
な
い
c

な
お
こ
の
他
に
、
東
北
地
方
に
お

、話
J
h
Hノ

援
よ
い
て
、
阿
仁
、
院
内
と
同
時
期
に
、
一

O
ば
か

h
a
l
J
 

臨
時
り
の
不
安
定
な
中
小
鉱
叫
が
、
一
時
的
に
官
行

一
一
一
附
化
さ
れ
て
い
た
と
は
い
わ
、
か
か
る
官
行
鉱

個
別
山
の
数
は
、
数
的
に
は
も
ち
ろ
ん
民
行
鉱
山
の

炭
額
一
唱
渚
比
で
は
な
か
っ
た
。
同
二
年
(
一
八
六
九
)
行

鉄
同
政
官
布
告
一
七
七
号
に
は
じ
ま
る
一
般
私
人
へ

の
鉱
山
開
放
齢
、

の
建
議
に
は
、

所
十
ケ
所
計
リ
相「
撰官
ピ行
」②ト

と為
あ三
日1

る Z

宍最
良
ノ

場
同
六

35 

年
二
八
七
三
)
以
後
に
お
い
て
、
事
実
上
、

官
行
鉱
山
と
し
て
の
地
位
を
維
持
し
た
も
の

30 25 .2"0 

第1図

さ
ら
に
同
六
年

(
一
八
七

一「 二二

鉱)
業九
権月
主施
覇行
」の

は@日
本
坑
法
に

打

出

さ

れ
た

同
十
年
代
に
か
け
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坑法公布・施行「工場払下概則」 条例公布
| 、」ーロμ'回以AトL1:Jj宅ノ

明治元年 5⑤ 10 ⑬ 15 20 ⑧⑧  30 英人ゴッドプレー，同ウオートルス

， ， ， ， """"""'"Ll上上-'-'-'[， I I 
| 官行 |詳→|山一，同ムーズ

l 官行 l詳→|英人ガワ米人ヂャニン，独人レー
南斗3 ，~_i'j::!:r ~__r ïtt::: m ý'Q+/~l…官行....，.，家 卜・官行・|藤田組払下一 | 

，.…・ …・官行… ………  |佐々木八郎払下 | 
i |三井譲受ー→ | 

| 官行 阿部潜払下 1 

t 官行 l 

JLI後藤象二郎払下|三菱譲受 ~. I 

| 官行 間払下一 | 

! 官行 i廃業Ifn:<!S:ii)l¥J¥.;T"T(aOOie': "i5 t-，-<l"') I | !坂本弥八払下(再興に至らず)I 

態動営経のu! 鉱者ラ菅第 3表

主要な官rr鴎外人技師

英人フレッシヴィル

仏人ネットー

|鉱業条例

条例施行

法坑日、¥鉱竺i

一一今

独人ピアンジー，... 官行…・・・|廃業|田中長兵衛政府の
委託により開始一→

独人メッゲル

独人パンザ，同ロエージング

瑞典人ベルギレン

口
町
一
|
刷
|
一
|
町
山
日
J

一|配|一叫

炭

一

鎚

鉄

炭

真

坂

ゴ

戸

葛大

中

治

銀

金

銀

官行鉱山

野

坂

池

渡

生

佐

一一
監
腿
君
臣
剥
(
百
叫
m
M
輔
の
付
金
お

ub町
制
止
唱
川
町
総
州
閣
は
甘
回

阿

院

炭島高

鉄石釜

下払河士口行官豊岡

銀

仁

内

ト・官行……l白勢成烈払下

上記の他，東北地方に12の一時的な小規模官行鉱山あり(明治16年鉱山借区一覧表)。また北海道の幌内炭山や広島鉄山(広島
県委託)の官行鉱山もある。

的
{
)
」
[
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明治10年 (1877)の官・民行別鉱産額

(クルト・ネットーによる)

官 fJ 鉱 山 民 fJ・ 鉱 山

鉱 種
生産量|代価(銀円) 生産量|代価(銀円)

オンス 、オンス

金 10，558 218，667 723 14，976 
オンス オンス

銀 244，048 300，927 

1 1 0， 39岨9M44148621斤芹英E 按
141， 137 

銅

問一，4必一田手
斤
英

158，691 7，513， 1，227，370 

鉛 303 14，564 288， 13，871 

鉄 10.755， 107，759 

石 炭 67，900屯 237，650 327， 1，474，843 

硫 寅 一 22，224屯 33，308 

石 油 287，662屯 59，579 
アンチモニー 5，514屯 2，028 

錫 393屯 27，440 

総 額 930，499 3，102，311 

第4表

鎌田久明「クルト・ネットーの日本鉱山業振興策」

て
、
中
小
民
行
鉱
山
の
試
掘
願
い
を
殺
倒
せ
し
め
、
多
く
の
零
細

民
行
鉱
山
の
登
場
を
導
く
に
至
っ
た
。
日
本
坑
法
は
、
同
二
十
五

年
ご
八
九
二
)
施
行
の
鉱
業
条
例
に
か
わ
る
ま
で
、
民
行
鉱
山

の
開
発
を
基
本
的
に
規
制
し
、
こ
の
法
制
施
行
期
は
、
近
代
的
鉱

業
H

独
占
的
鉱
業
資
本
形
成
の
胎
動
期
と
し
て
の
重
要
な
意
義
を

も
っ
て
い
た
。
こ
の
法
制
自
体
の
も
つ
性
格
に
つ
い
て
は
、
か
っ

@
 

て
石
村
善
助
氏
の
業
績
に
出
発
し
て
、
私
も
触
れ
る
と
こ
ろ
が
あ

①
 

っ
た
。
と
こ
ろ
で
、
小
坂
鉱
山
の
雇
傭
鉱
山
技
師
で
あ
っ
た
独
人

ク
ル
ト
・
ネ
ッ
ト
l
の
ご
と
き
は
、
同
十
年
(
一
八
七
七
)
に
お
け

る
八
カ
所
の
官
行
鉱
山
の
差
額
を
、
千
八
百
カ
所
余
に
も
及
ん
だ

民
行
鉱
山
の
産
額
に
対
比
し
て
、
第
4
表
の
ご
と
き
、
数
字
を
あ

@
 

げ
て
い
る
。
こ
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
金
額
に
し
て
、
民
行
鉱
山
の

総
産
額
は
、
全
体
の
四
分
の
三
を
占
め
、
金
・
銀
・
鉛
を
除
く
他

の
鉱
種
に
お
い
て
、
独
占
的
な
地
位
を
占
め
て
い
た
。
し
か
し
そ

れ
を
鉱
山
数
と
対
比
し
て
み
た
場
合
、
ま
た
別
子
・
足
尾
・
吉
岡

-
半
田
な
ど
当
時
に
お
け
る
代
表
的
な
鉱
山
が
民
行
鉱
山
で
あ
っ

た
と
と
を
考
え
れ
ば
、

い
か
に
零
細
な
民
行
鉱
山
が
多
く
分
布
し
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された借区新の分布 ( )内は主に分布する郡名

球()内幹褐炭分 |鉄()内数字鍍分 l石 油

q
u

つd

円

4

9

u

Q

d

1

ム

38 (榛原)

1 
2 
15 (多賀)

2 

8 4 12 (水内)

32 (片岡) 1 

58 (磐前・菊田) 4 

21 (6) (宮城)
5 20 (13) (江刺)
2 
8 

1 16 (由利)

3 

6 
3 1 
23 (北蒲原)

3 
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第 5表明治B年~悶年16までに許可

ι戸竺|銅金銀・銅銅鉛・銀銅・銀銅鉛・ |銀金鉛銀鉛金鉛金銀
l 大河和u 城泉和内

1 1 
33 (吉野) 2 

F E 津賓室
109 (JI!辺) 1 

1 
1 

河 1 

遠駿甲
江 3 

河斐
1 
12 (巨摩)

Z 武常
旦 3 

産模 ! 
2 2 

重
江草濃

2 2 
20 
((古加城茂・・大郡上野)) 

2 
飛 45 12 (古城・大野)
信 5 4 

上

野野城代

2 2 

下磐岩
4 3 

3 
21 (南会津) 25 (伊達)

陸陸陸
前五前

6 19 (栗原伊 ・加美)
23 
(西和津村賀軽) 

14 (閉)
10 9 

羽 13 ((西中 山)・最上) 11 

羽若越
27 (仙北) 19 (仙北)
3 
43 (坂井美) 7 

力日 13 (能) 7 

能越
J受d注a 

渡後中
9 ( 新蒲j原11) 6 

越佐
45 (r'mJJi() 31 (魚沼・蒲原)

丹丹 波後馬
8 1 
1 

9 但 2 
因 幡 8 3 

一



3 
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ιメ~I 君主語鉛銀銅銀銅鉛 l金銀鉛金鉛金銀銀鉛

伯出 il 1 
22 
(((適意多字摩可 ・・・ 神鹿赤足穂門他)) ) 石播

11 
23 7 

美
作前 I 
110 

〈〈〈川吉津葦野高上岡・・田都神赤英石坂字四他)〉〉) 

2 
備 29 3 

備備 後中
74 
20 

安
防";A 

15 
周 13 

(()  ) 1 

長紀 伊門
59 
26 ( ・伊都)

淡阿讃
路

波予岐
9 
1 

伊 18 (宇摩他)

土 佐 34 (土佐・吾JII) 2 
《んYg豊J4r Ir L d 前 7 2 

後前
1 
9 1 

豊 後 10 (大野) 5 
日巴

前後向

d 。
目巴 2 
日 5 4 

隅 1大 1 
薩 摩! 1 4 

根対

針1ヒ11 

石千

胆後

資料:明治16年12月31日調工部省鉱山課「鉱山借区一覧表Jから整理

なおこの一覧表には堀場採掘の砂鉄山については全く記載していない。



て
い
た
か
が
予
想
さ
れ
よ
う
。
銅
に
石
炭
と
い
う
二
つ
の
柱
を
中
核
と
し
た
、

工
部
省
鉱
山
課
の
同
十
六
年
ご
八
八
三
)
十
二
月
調
「
鉱
山
借
区
一
覧
表
」

数
多
く
の
零
細
民
行
鉱
山
の
空
間
的
分
布
の
様
相
は
、

(第
5
表
)

-
同
十
八
年
(
一
八
八
五
)
四
月
作
製
「
鉱

山
借
区
図
」
(
第
2
図
)
、
な
ら
び
に
同
二
十
一
年
ご
八
八
八
)
鉱
山
局
「
鉱
山
略
図
」
な
ど
に
て
具
体
的
に
把
握
し
え
た
。
借
区
面
積
一

O
坪
以
下
と
い
う
全
く
零
細
な
陶
土
・
緑
馨
山
か
ら
、

一
O
万
l
四
O
万
坪
余
の
大
き
な
銀
銅
山
に
至
る
、
民
行
鉱
山
の
借
区
許
可
は
、

現
実
に
は
そ
れ
ほ
ど
厳
格
な
も
の
で
は
な
く
、
出
願
者
の
経
済
力
相
応
の
鉱
区
が
許
可
さ
れ
て
い
た
。
鉱
区
面
積
の
制
限
な
ど
も
た
ぬ
、

坑
法
の
内
容
的
非
厳
密
性
は
、
結
果
的
に
は
不
安
定
な
零
細
民
行
鉱
山
の
濫
立
を
も
た
ら
し
、
安
定
し
た
鉱
業
区
間
の
形
成
を
も
つ
ま
で

に
至
ら
な
か
っ
た
場
合
を
多
く
導
い
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
第
5
表
や
第
2
図
を
み
れ
ば
、
自
ら
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
い
ま
一
例
と
し

日本産業革命期における鉱業の空間的展開

て
、
既
述
鉱
山
借
区
一
覧
表
に
よ
り
、
飛
騨
の
場
合
を
み
る
と
、
大
野
・
益
田
両
郡
に
お
い
て
同
七
年
こ
八
七
四
)
か
ら
同
十
四
年

(
一
八
八
一
)
ま
で
に
許
可
を
う
け
た
借
区
数
は
、
銅
十
九
・
銅
鉛
七
・
銀
銅
四
・
銀
鉛
二
・
金
二
・
鉛
一
・
陶
土
一
、
計
三
六
み
ら
れ
る

が
、
そ
の
う
ち
二
六
ま
で
が
、
同
十
六
年
(
一
八
八
三
)
ま
で
に
廃
業
し
、
安
定
的
な
銅
鉱
業
空
間
を
形
成
す
る
ま
で
に
至
っ
て
い
な

ぃ
。
こ
れ
に
対
し
吉
城
郡
神
岡
村
の
銅
・
鉛
関
係
の
、
同
七
年
(
一
八
七
四
)
か
ら
同
十
五
年
(
一
八
八
二
)
ま
で
に
許
可
さ
れ
た
一
九

の
借
区
は
、
廃
業
な
く
、
安
定
的
な
鉱
業
空
間
と
し
て
、
同
十
九
年
(
一
八
八
六
)
よ
り
漸
次
三
井
資
本
の
統
轄
す
る
と
と
ろ
と
な
っ
て
い

@
 
る
。
こ
の
事
例
か
ら
も
理
解
し
う
る
よ
う
に
、
安
定
的
な
鉱
業
空
間
と
し
て
の
地
質
構
造
上
の
基
盤
を
も
ち
え
な
い
と
こ
ろ
に
お
い
て
さ

ぇ
、
零
細
民
行
鉱
山
の
濫
立
を
み
た
こ
と
は
、

日
本
坑
法
時
代
の
大
き
な
特
質
と
い
え
よ
う
。
か
か
る
民
行
鉱
山
の
濫
立
時
代
に
あ
り
な

が
ら
、
住
友
・
三
菱
・
古
河
・
五
代
な
ど
の
大
資
本
に
よ
る
民
行
鉱
山
で
は
、
殖
産
興
業
政
策
の
も
と
に
、
近
代
化
へ
の
動
き
が
か
な
り

109 

活
発
化
し
て
い
た
。

と
と
ろ
で
同
十
四
年
(
一
八
八
一
)
、
松
方
財
政
の
経
済
政
策
の
転
換
に
と
も
な
う
、
官
業
の
払
下
政
策
は
、
第
3
表
に
示
し
た
官
行
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鉄

山

灰
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銅
石
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~ 
第2図 明治18年(1885)現在，中園地方の鉱山借区分布
資料:明治18年4月作成工部省鉱山課「鉱山借区図」

鉱
山
の
す
べ
て
を
、
同
二
十
年
代
末
ま
で
に
、
三
菱
・
古
河
・
藤
田
組
な
ど
大

資
本
に
、
事
実
上
低
廉
な
価
額
で
払
下
げ
る
に
至
っ
て
い
る
。
か
か
る
十
年
代

後
半
か
ら
二
十
年
代
に
か
け
て
の
、
特
定
大
資
本
に
よ
る
主
要
鉱
業
空
間
の
独

占
佑
の
動
き
は
、

か
か
る
官
行
鉱
山
や
大
き
な
民
行
鉱
山
の
み
で
な
く
、
数
多

く
の
零
細
民
行
鉱
山
の
統
轄
と
い
う
形
態
で
も
あ
ら
わ
れ
、
ま
さ
し
く
近
代
的

鉱
業
資
本
確
立
へ
の
胎
動
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
と
こ
に
産
業
革
命
は
、
鉱

業
部
門
に
お
い
て
、
三
井
・
三
菱
・
古
河
・
住
友
・
藤
田
組
な
ど
特
定
大
資
本

に
よ
っ
て
、
二
十
年
代
以
降
強
力
に
推
し
進
め
ら
れ
、
鉱
業
の
著
し
い
発
展
を

導
く
に
歪
っ
た
。
特
に
非
鉄
金
属
部
門
に
お
い
て
は
、
同
十
年
代
の
零
細
鉱
山

の
濫
立
時
代
か
ら
、
同
二
十
年
代
以
降
に
お
い
て
は
、
特
定
大
資
本
に
よ
る
鉱

業
空
間
の
独
占
化
が
第
六
表
の
ご
と
く
顕
著
に
あ
ら
わ
れ
、
産
業
革
命
に
よ
る

鉱
業
空
間
の
構
造
的
変
容
を
明
確
化
す
る
に
至
っ
て
い
る
。
鉱
業
法
制
自
体

も
、
か
か
る
近
代
化
へ
の
顕
著
な
動
き
に
即
応
し
、
前
近
代
的
側
面
を
も
っ
坑

法
に
か
わ
っ
て
、
近
代
的
鉱
業
法
制
と
し
て
、
同
二
十
五
年
(
一
八
九
二
)
よ
り

鉱
業
条
例
の
登
場
を
み
た
。
零
細
鉱
山
の
濫
立
を
防
ぐ
鉱
区
面
積
の
制
限
、
鉱

業
人
の
主
体
性
の
強
化
、
採
掘
権
の
永
久
化
、
地
主
の
試
掘
優
先
権
の
廃
止
な

ど
は
、
鉱
業
の
保
安
や
労
働
管
理
の
法
規
の
新
設
に
加
え
て
、
こ
の
法
制
の
近
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代
性
を
示
す
一
側
面
で
あ
る
。
日
清
・
日
露
戦
争
前
後
の
各
経
済
的
発
展
の
画
期
的
時
期
を
経

掘

鉱

及

採

本

数

と
日
区
て
、
技
術
革
新
や
生
産
規
模
の
拡
大
(
第
3
図
)
と
資
本
集
中
が
一
層
推
し
進
め
ら
れ
、
重
要

数

年

砿

」

区

M
t
I
表
輸
出
品
で
も
あ
っ
た
銅
と
石
炭
を
軸
に
、
鉱
業
の
著
し
い
発
展
が
導
か
れ
た
。

鉱
態
治
収
年

図
細
切
一
前
線
二
、
近
代
的
な
非
鉄
金
属
鉱
業
空
聞
の
形
成

3
坪
料
業

F

第

資

1

明
治
以
降
に
お
け
る
、

中
心
に
展
開
し
た
近
世
以
来
の
鉱
業
空
聞
を
、

35 30 明治2225 

拡坪
区量Iω
空五
単世
也千
百万
v坪

ぬ

日
本
の
主
要
な
非
鉄
金
属
鉱
業
空
間
が
、

グ
リ
ー
ン
タ
ッ
フ
地
域
を

基
本
的
に
踏
襲
し
て
い
る
、

い
わ
ゆ
る
歴
史
的
鉱
業
空
間
で
あ
る
こ
と
は
、

周
知
の
こ

日本産業革命期における鉱業の空間的展開

と
で
あ
ろ
う
。
か
か
る
意
味
か
ら
も
銅
鉱
業
を
中
心
と
し
た
非
鉄
金
属
部
門
に
お
い
て
は
、
ま
ず
封
建
的
生
産
方
法
の
限
界
を
顕
著
に
露

呈
し
、
著
し
く
衰
退
し
て
い
た
幕
末
明
治
初
の
鉱
業
空
間
を
、

い
か
に
近
代
化
し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
が
、
産
業
革
命
の
重
要
な
課
題

で
あ
っ
た
。
採
鉱
・
冶
金
部
門
に
わ
た
る
生
産
技
術
の
近
代
化
が
、
ま
ず
官
行
鉱
山
を
中
心
に
、
欧
米
の
鉱
山
技
師
・
学
者
の
拓
聴
、
新

技
術
の
導
入
な
ど
に
よ
っ
て
、
積
極
的
に
推
し
進
め
ら
れ
た
こ
と
は
多
言
す
る
ま
で
も
な
い
。

採
鉱
部
門
に
お
い
て
、

一
大
技
術
革
新
を
導
い
た
も
の
は
、
明
治
初
期
に
普
及
し
て
い
っ
た
火
薬
爆
破
法
の
登
場
、
さ
ら
に
そ
れ
に
加

え
て
、
同
十
五
年
(
一
八
八
二
)
阿
仁
銅
山
に
は
じ
ま
る
洋
式
撃
岩
機
の
相
つ
ぐ
登
場
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
よ
る
坑
道
開
撃
の
近
代
化

は
、
こ
こ
に
竪
坑
な
ら
び
に
通
洞
坑
と
い
う
、
採
鉱
・
運
鉱
・
廃
水
・
通
気
の
諸
系
列
に
、
革
新
的
な
役
割
を
果
し
た
坑
道
の
開
撃
を
導
く

に
至
り
、
第
4
図
に
示
し
た
事
例
の
ご
と
く
、
鉱
業
生
産
の
著
し
い
増
大
を
も
た
ら
し
た
。
例
え
ば
明
治
初
年
、
仏
人
鉱
山
技
師
コ
ワ
ニ

@
 

エ
が
、
「
と
の
鉱
山
を
再
び
本
格
的
に
始
め
る
に
は
、
長
さ
約
千
米
の
排
水
坑
を
開
く
こ
と
」
と
指
摘
し
た
備
中
吉
岡
銅
山
で
は
、
三
菱
資

⑪
 

本
に
よ
っ
て
、
同
二
十
年
頃
ま
で
に
、
延
長
一
、

0
0
0米
有
余
の
通
洞
坑
が
、
洋
式
撃
岩
機
を
も
っ
て
開
撃
さ
れ
て
い
る
。
注
目
す
ベ

111 

き
は
、
か
の
日
本
坑
法
の
第
四
章
に
「
通
洞
」
の
条
項
が
み
ら
れ
、

「
借
区
人
何
レ
モ
自
ラ
通
調
ヲ
開
ク
ベ
キ
資
本
有
ニ
非
サ
レ
ハ
我
区
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第4図別子・足尾・目立各銅山の銅生産動態

資料:明治工業史鉱業篇より作成

112 

足尾(古i可)

1、坂(藤田紛
'別子(住友)

)
 
年5
 
3
 
(
 
蛤問問

)
捧

年
ザ
器
開
惜

白
銀
(
 

凸
叶
仏
掴
払
柏

戸
開
閉
目

白
瞳
聾
戸

品
冨
劃
択
制
衣
什
W
一

謹
式
賠
蛤

剖
制
紛
恥
B
向
凶
間
開

田
鑑
証
拡

離
島
黒
買

@
⑮
@
@
 

小
棋

①元種期より住友軽営
②車延斜坑起工(9年)
別I<!>シェラム璽岩機世田(25'f.)
j@第三通商起工(21'f.)
子I@東証斜坑完成(初年)
@第三通洞完成(35年)
①第四通調起工(43年)
@古河桂宮(10年)

足|⑪大通調起工(181f.)
!eJシュラム聖岩揖住用(19年)

尾 I~横問蹄 1 ・語 3 竪坑(畔)
!@大通掴完世(29年)
。ウォィ→イナー聖岩樟{出年)e

H
h
d
 
(
百
万
斤
)

銅

10 

5 

中
タ
リ
ト
雄
モ
他
人
ノ
挙
ヲ
拒
ム
ベ
カ
ラ
ズ
」

(
第
十

四
款
)
と
、
通
洞
坑
の
開
撃
の
必
要
性
を
暗
示
し
て
い

る
。
こ
の
条
項
か
ら
も
考
え
う
る
よ
う
に
、
通
洞
の
本

格
的
な
開
撃
に
は
、
資
本
集
中
は
い
う
に
及
ば
ず
、
幾

人
も
の
借
区
人
に
よ
る
分
割
経
営
の
場
合
に
は
、

そ
れ

ら
を
統
一
す
る
と
い
う
こ
と
が
一
つ
の
前
提
で
あ
っ

た
。
か
か
る
分
割
経
営
の
統
一
は
、
例
え
ば
、
同
十
九

年
(
一
八
八
六
)
以
来
三
井
が
統
轄
す
る
に
至
っ
た
神

岡
鉱
山
を
は
じ
め
、
同
十
九
年
以
来
藤
田
組
が
統
轄
し

た
大
森
鉱
山
な
ど
に
お
い
て
み
ら
れ
て
い
る
。
既
述
し

た
ご
と
く
、
坑
法
時
代
に
入
っ
て
、
第
5
表
の
ご
と
き

多
く
の
零
細
民
行
鉱
山
の
濫
立
を
み
た
が
、

い
ま
銅
鉱

業
に
つ
い
て
み
る
と
、
例
え
ば
大
和
(
吉
野
)

-
摂
津

(
川
辺
)

-
飛
騨
(
大
野
)

-
美
作
(
吉
野
・
英
田
)

-
紀
伊
(
伊
都
)

土
佐
な
ど
に
お
け
る
ご
と
き
は
、

大
資
本
の
進
出
も
み
ら
れ
ず
、
文
字
通
り
の
零
細
鉱
山

の
濫
立
地
域
に
終
り
、
近
代
的
な
鉱
業
空
間
の
核
を
形



成
す
る
ま
で
に
歪
ら
な
か
っ
た
。
お
よ
そ
東
西
五
皇
・
南
北
三
塁
余
の
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
、
銀
・
銅
の
間
歩
が
散
在
し
て
い
た
、

近
世

の
摂
津
多
国
銀
銅
山
地
域
に
お
い
て
は
、
坑
法
時
代
に
入
り
、
第
五
表
の
ご
と
く
、
川
辺
郡
の
銀
山
町
・
国
崎
村
・
民
田
村
を
中
心
に
彩

し
い
数
の
零
細
民
行
鉱
山
が
登
場
し
た
が
、
同
十
四
年
(
一
八
八
一
)
に
は
廃
業
・
禁
止
の
鉱
山
が
続
出
し
、
全
体
と
し
て
産
業
革
命
に
適

応
し
え
な
か
っ
た
。
か
か
る
場
合
の
原
因
は
、

一
般
に
、
鉱
脈
が
薄
少
に
し
て
各
所
に
離
隔
散
在
せ
る
こ
と
に
あ
っ
た
が
、

い
わ
ゆ
る
本

質
的
に
は
、
資
本
集
中
に
よ
る
経
営
一
本
化
の
行
い
う
る
自
然
的
基
盤
を
、
そ
の
鉱
業
空
聞
が
構
造
的
に
も
っ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ

日本産業革命期における鉱業の空間的展開

る
。
弱
い
自
然
的
基
盤
か
ら
、
資
本
集
中
に
よ
っ
て
竪
坑
や
通
洞
坑
を
開
撃
す
る
ほ
ど
で
な
く
、

⑫
 

く
、
排
水
道
の
開
撃
を
導
く
に
困
難
な
地
形
的
状
況
の
零
細
鉱
山
で
は
、
同
じ
歴
史
的
鉱
業
空
間
で
も
、
安
定
し
た
近
代
的
な
鉱
業
空
間

ま
た
多
国
鉱
山
(
銀
山
町
)
の
ご
と

を
形
成
し
え
な
か
っ
た
。

さ
て
主
要
な
竪
坑
な
ら
び
に
通
洞
坑
の
開
撃
は
、
結
果
的
に
運
鉱
系
統
を
統
一
し
、
鉱
石
の
坑
外
搬
出
を
そ
れ
ら
の
坑
口
に
集
中
せ
し

め
、
坑
口
付
近
に
選
鉱
や
製
錬
な
ど
の
統
一
的
な
事
業
所
地
域
を
形
成
せ
し
め
た
。
こ
の
よ
う
に
同
十
年
代
以
降
に
は
じ
ま
る
大
通
洞
坑
の

開
撃
に
と
も
な
っ
て
、
主
要
な
歴
史
的
鉱
業
空
聞
が
、
近
代
的
な
鉱
業
空
間
へ
と
い
か
に
構
造
的
に
変
容
し
て
い
っ
た
か
、
こ
の
具
体
的
な

⑬
 

か
つ
て
私
が
主
要
な
歴
史
的
鉱
業
空
間
を
例
に
、
検
討
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
坑
法
第
九
款
に
「
有
鉱
質
坑
ヲ
開
ク

様
相
に
つ
い
て
は
、

者
ハ
必
ス
製
鉱
ノ
業
ヲ
兼
ヌ
可
シ
」
と
あ
る
ご
と
く
、
製
錬
部
門
は
、
坑
法
時
代
に
は
法
制
上
に
お
い
て
、
採
鉱
部
門
と
の
分
離
経
営
が

禁
じ
ら
れ
、
鉱
業
の
空
間
構
造
に
大
き
な
部
分
を
占
め
て
い
た
。
そ
し
て
例
え
ば
銅
製
錬
に
お
い
て
、
木
炭
・
薪
燃
料
を
主
体
と
し
た
焼

窯
に
よ
る
賠
焼
法
な
ら
び
に
灰
吹
法
と
い
っ
た
在
来
の
製
錬
法
が
、
同
十
年
代
に
お
い
て
な
お
広
く
踏
襲
さ
れ
、
石
炭
燃
料
主
体
の
洋
式
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の
悟
焼
法
や
熔
鉱
法
が
本
格
的
に
相
つ
い
で
登
場
し
、
近
代
的
な
製
錬
地
域
を
形
成
す
る
に
至
っ
た
の
は
、
同
二
十
年
代
以
降
の
こ
と
で

あ
る
。
か
か
る
製
錬
部
門
の
近
代
化
に
も
対
応
し
、
鉱
業
条
例
時
代
に
至
り
て
、
法
制
的
に
採
拡
と
製
錬
部
門
と
の
分
離
経
営
が
可
能
に



島
)
な
り
、
同
二
十
六
年
(
一
八
九
三
)
設
置
の
古
河
の
秋
田
県
東
雲
製
錬
所
を
は
じ
め
と
し
て
、
瀬
戸
内
の
日
比
・
小
串
・
鰯
島
(
後
に
水

@
 

・
佐
島
な
ら
び
に
契
島
と
、
同
三
十
三
年
(
一
九

O
O
)
頃
ま
で
に
、
買
鉱
製
錬
の
中
央
製
錬
所
が
相
つ
い
で
成
立
し
て
い
る
。
さ
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ら
に
瀬
戸
内
に
は
、
同
三
十
七
年
(
一
九

O
四
)
の
別
子
に
対
す
る
四
坂
島
を
は
じ
め
と
し
て
、
同
四
十
二
年
(
一
九

O
九
)
の
帯
江
鉱

山
の
犬
島
、
後
の
生
野
に
対
す
る
直
島
な
ど
に
み
る
ご
と
く
、
西
南
日
本
に
お
い
て
は
、
東
北
日
本
の
場
合
と
こ
と
な
り
、
製
錬
部
門
が

鉱
業
空
間
の
構
成
要
素
と
な
ら
ず
、
分
離
し
て
、
単
一
の
冶
金
王
業
地
を
形
成
す
る
に
至
っ
て
い
る
。

か
く
の
ご
と
く
、
主
要
な
歴
史
的
鉱
業
空
間
は
、
産
業
革
命
期
に
お
け
る
再
開
発
と
し
て
、
開
発
区
域
を
垂
直
的
に
か
つ
平
面
的
に
拡

大
し
、
近
代
的
な
企
業
空
間
へ
の
形
成
過
程
を
た
ど
っ
た
。
と
こ
ろ
で
、
産
業
革
命
を
迎
え
る
に
亙
っ
て
、
は
じ
め
て
鉱
業
空
間
と
し
て
の

機
能
を
顕
著
に
展
開
す
る
に
至
っ
た
事
例
は
、
非
鉄
金
属
部
門
の
場
合
、

い
か
で
あ
ろ
う
か
。
久
原
房
之
助
の
経
営
し
た
目
立
鉱
山
の
ご

と
く
、
同
三
十
年
代
に
至
っ
て
、

は
じ
め
て
大
銅
山
と
し
て
急
激
に
開
発
さ
れ
た
、
文
字
通
り
の
「
近
代
鉱
山
」
は
全
く
珍
し
い
。
さ
ら

に
産
業
革
命
期
に
至
り
、
鉱
石
の
処
理
方
、
法
が
は
じ
め
て
確
立
し
、
そ
の
結
果
、
鉱
業
空
間
と
し
て
の
機
能
を
著
し
く
発
揮
し
た
例
と
し

て
、
小
坂
鉱
山
が
あ
る
。
製
錬
史
上
画
期
的
な
、
同
三
十
三
年
(
一
九

O
O
)
に
お
け
る
黒
鉱
の
自
熔
製
錬
の
成
功
は
、
豊
富
に
存
在
し

⑬
 

た
黒
鉱
の
経
済
的
価
値
を
著
し
く
高
か
め
、
銀
相
場
の
暴
落
の
前
に
危
機
に
瀕
し
て
い
た
小
坂
銀
山
を
し
て
、
第
4
図
の
ご
と
く
、
足
尾

や
別
子
と
な
ら
ぶ
大
銅
山
に
ま
で
発
展
せ
し
め
た
。
ま
た
従
来
銅
鉛
山
に
随
伴
し
て
産
し
な
が
ら
、
放
棄
さ
れ
て
い
た
亜
鉛
鉱
が
、

日
露

戦
争
頃
か
ら
、

ド
イ
ツ
や
ベ
ル
ギ
ー
へ
の
輸
出
の
道
が
聞
け
、
こ
こ
に
衰
退
せ
る
銅
鉛
山
が
、

し
ば
し
ば
亜
鉛
鉱
山
と
し
て
復
活
す
る
に

至
っ
て
い
る
。
特
に
神
岡
の
ご
と
き
は
、
同
四
十
五
年
(
一
九
一
二
)
に
三
池
炭
田
地
の
大
牟
田
に
亜
鉛
製
錬
工
場
の
起
工
を
み
て
い
る

が
、
山
元
に
お
け
る
熔
焼
反
射
炉
の
設
置
と
と
も
に
、
こ
こ
に
銀
銅
鉛
山
と
し
て
の
神
間
を
、

日
本
最
大
の
亜
鉛
鉱
山
と
し
て
急
激
な
発

展
に
導
い
て
い
る
。
さ
ら
に
ア
ン
チ
モ
ニ
ー
の
ご
と
き
も
、
同
十
三
年
(
一
八
八

O
)
に
イ
ギ
リ
ス
な
ど
海
外
へ
の
販
路
が
聞
け
る
や
、
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年
以
前
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経
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年
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菱
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設
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年
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菱
合
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会
社
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鉱
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3
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年
黒
鉱
自
熔
製
錬
成
功

同
2
6
年
合
名
会
社
改
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合
名
会
社
藤
田
組

同
2
5
年
三
井
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山
合
名
会
社

設
立

三
井
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合
名
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同
3
7
年
四
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所
完
成
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友
吉
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4
3年
電
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史
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明治44年における銅・金・銀の独占的生産の概況

鉱業権者名 銅(斤) 金(匁) 銀(匁)

古河鉱業会社 19，396，533 2，037，744 

三菱合資会社 12，412，843 176，794 4，274，673 

住友吉左衛門 11，358，801 

合名会社藤田組 11，212，145 124，541 10，146，941 
久原房之助(目立) 9，456，571 

21(85金07，，瓜907石090 ) 
2，849，瓜900 
(金石)

田中長兵衛 (1，238，386) (400，000) 

島津忠重 189，188 (395，617) 
武田恭作(椿) (420，822) 8，511，982 
三井鉱山合名会社 1，575，385 
加納鉱山株式会社 (1，267，805) 1，337，466 
全国総産額 88，958，342 1，248，654 36，811，090 

第 7表

「明治工業史・鉱業篇」より作成

れ
て
い
た
が
、
明
治
期
に
お
い
て
、
製
錬
法
の
近
代
化
も
み
ら
れ
ず
、
近
代
的

鉱
業
空
間
の
発
展
は
、
大
正
以
降
の
明
延
鉱
山
時
代
に
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ

た。
以
上
の
ご
と
く
、
非
鉄
金
属
部
門
に
お
い
て
は
、
あ
く
ま
で
歴
史
的
鉱
業
空

聞
の
近
代
化
を
基
調
と
し
て
、
産
業
革
命
の
展
開
を
み
た
が
、
そ
の
過
程
に
お

い
て
、
特
定
の
大
資
本
に
よ
る
鉱
業
空
間
の
独
占
化
が
、
第
6
表
の
ご
と
く
に

進
行
し
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
銅
鉱
業
を
中
心
と
し
た
こ
の
部
門
に
お
い
て
、

特
に
顕
著
に
み
ら
れ
、

い
ま
同
四
十
四
年
(
一
九
一
一
)
の
銅
生
産
に
つ
い
て

み
る
と
、
第
7
表
の
ご
と
く
古
河
・
一
ニ
菱
・
住
友
・
藤
田
・
久
原
の
五
大
資
本

が
、
全
生
産
の
約
七
二
%
を
占
め
て
い
る
。
日
本
の
重
要
な
輸
出
品
で
あ
っ
た

銅
は
、

か
か
る
大
資
本
に
よ
っ
て
生
産
の
増
大
が
進
め
ら
れ
、
金
生
産
も
日
清

戦
争
後
、
台
湾
へ
の
進
出
を
み
る
に
至
っ
て
急
増
し
て
い
る
。
そ
の
な
か
に
あ

っ
て
銀
は
、
同
三
十
年
(
一
八
九
七
)
金
本
位
制
が
採
用
さ
れ
る
や
、
相
場
の

下
落
が
急
を
つ
げ
、
多
く
の
銀
山
の
経
営
縮
小
な
ら
び
に
休
山
を
導
い
て
、
銀

生
産
の
停
滞
を
み
た
こ
と
は
注
目
し
て
よ
い
。

一
ニ
、
石
炭
鉱
業
の
空
間
的
編
成

第
1
図
の
石
炭
生
産
の
動
態
か
ら
み
て
、
や
は
り
明
治
二
十
年
代
が
石
炭
鉱
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各年次用途別石炭消費高の構成(台湾を含まず)ιウ|明治19年|明治2吋
叫 301

i i 
船舶用 251，9821 431，5871 893， 1361 1，534，272; 2，333，045 

鉄道用 18，3師1 19，7681 118，2861 850，1671
1 

704，0551 1，043，8741 
工場用 146，570 肌 772，6町川

製塩用 455，794 ::!' :~:I ， ~~~' :~~I . ~~~' ~~~i " :~~' ::~I n :::' ~:~ 
メロ斗 言十 857，800 田乱 開

第 8l喪

業
に
お
い
て
も
大
き
な
転
換
期
で
あ
り
、
三
十
年
代
以
降
の
急
激
な
生
産
増
加
が
そ
れ
に
つ
な
が
っ
て

'B-報い
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
よ
う
。
国
内
の
石
炭
消
費
高
に
お
い
て
、
工
場
用
が
、
製
塩
用
や
船
舶
用
を
追

報
い
越
し
て
筆
頭
に
立
ち
、
石
炭
の
国
内
消
費
構
成
に
大
き
な
変
容
を
み
た
の
が
、
ま
た
同
二
十
年
代
に

惜
お
い
て
で
あ
る
(
第
8
表
)
。
か
か
る
国
内
石
炭
消
費
の
構
成
的
変
容
は
、
園
内
の
全
般
的
な
産
業
革

一
一
命
の
進
行
様
相
を
物
語
る
が
、
製
塩
・
船
舶
用
時
代
は
、
ま
さ
に
石
炭
鉱
業
が
、
本
格
的
に
産
業
革
命

服
に
入
る
前
段
階
の
時
代
と
し
て
把
握
さ
れ
よ
う
。
石
炭
の
本
格
的
な
商
品
化
は
、
十
州
塩
田
に
お
い
て

}ロん続
石
炭
焚
が
急
速
に
伝
播
し
て
い
っ
た
、
文
化
天
保
期
以
降
で
あ
る
o

か
か
る
十
州
塩
田
向
け
の
石
炭
供

械
給
地
と
し
て
、
現
在
の
筑
豊
・
高
島
・
松
島
・
佐
世
保
、
そ
し
て
宇
都
の
各
炭
田
域
に
お
い
て
は
、
す

日

⑫

伴
で
に
近
世
末
期
に
、
石
炭
鉱
業
の
事
実
上
の
勃
興
を
み
て
い
る
。
製
塩
用
に
加
え
て
、
安
政
以
降
、
船

バ官鵬
舶
用
な
ど
石
炭
需
要
の
拡
大
増
加
が
み
ら
れ
、
か
の
坑
法
時
代
に
至
る
や
、
三
池
と
高
島
の
両
官
行
炭

件
山
を
は
じ
め
と
し
て
、
第
五
表
の
ご
と
く
、
移
し
い
数
に
の
ぼ
る
民
行
炭
山
が
、
北
海
道
を
除
く
現
在

資
の
主
要
炭
田
域
を
中
心
に
、
全
国
各
地
の
第
三
紀
層
域
に
、
主
と
し
て
濫
立
す
る
に
至
っ
て
い
る
。
第

5
表
資
料
に
よ
る
同
十
六
年
(
一
八
八
三
)
ま
で
の
、
約
二
三
八

O
の
借
区
数
の
分
布
を
み
る
と
、
肥

前
を
筆
頭
に
、
筑
前
・
豊
前
(
田
川
)

-
肥
後
(
天
草
)
な
ど
、
現
在
の
九
州
炭
田
地
域
が
、
そ
の
全

国
借
区
数
の
八

O
%有
余
を
占
め
て
圧
倒
的
で
あ
り
、

つ
い
で
長
門
(
厚
狭
)

-
磐
城
な
ど
、
本
州
の

主
要
炭
田
域
に
多
い
。
そ
の
他
、
越
後
(
北
蒲
原
)

-
紀
伊
(
南
牟
婁
)

-
常
陸
(
多
賀
)
や
、
讃
岐

(
小
豆
)
な
ど
に
多
く
、
ま
た
上
野
・
陸
前
・
尾
張
な
ど
の
倍
区
の
多
く
は
、
亜
炭
山
を
含
ん
で
い
る
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と
考
え
る
。
右
資
料
で
、
石
炭
借
区
の
み
ら
れ
な
い
の
は
、
道
府
県
名
に
し
て
、
北
海
道
・
栃
木
・
埼
玉
・
東
京
・
千
葉
・
静
岡
・
山
梨

鳥
取
・
大
分
程
度
で
あ
る
。
同
十
年
代
に
か
け
て
の
、

一
地
域
に
お
け
る
零
細
炭
山
の
濫
立
度
は
、
特
に
九
州
を
中
心
と
し
た
西
南
日
本

に
お
い
て
、
後
年
の
そ
れ
を
凌
駕
す
る
も
の
が
あ
っ
た
。
肥
前
や
肥
後
の
天
草
と
い
っ
た
西
海
の
沿
岸
島
峡
部
に
、
借
区
炭
山
が
特
に
顕

著
な
の
が
目
立
つ
が
、
瀬
戸
内
に
お
い
て
、
宇
都
の
他
、
小
豆
島
や
安
芸
・
備
後
・
備
前
に
お
い
て
す
ら
借
区
炭
山
を
み
た
と
い
う
と
と

は
、
石
炭
需
要
の
地
域
的
刺
激
に
直
面
し
て
の
、
坑
法
時
代
の
一
つ
の
注
目
す
べ
き
現
象
で
あ
ろ
う
。
坑
法
が
借
区
面
積
に
制
限
を
加
え

な
か
っ
た
と
と
が
、
不
安
定
な
零
細
借
区
の
濫
立
を
可
能
に
し
た
が
、
借
区
規
模
が
単
に
零
細
と
い
う
だ
け
か
ら
で
な
く
、
そ
の
経
営
方

式
に
お
い
て
不
安
定
な
段
階
に
あ
っ
た
も
の
が
多
い
。
例
え
ば
、
宇
部
で
は
、
農
閑
期
だ
け
の
一
散
掘
段
階
の
も
の
が
広
く
み
ら
れ
、
安

定
し
た
継
年
掘
段
階
に
漸
次
移
行
し
た
の
は
、
同
二
十
年
代
以
降
で
あ
っ
問
。

さ
て
か
か
る
零
細
借
区
の
濫
立
に
対
し
て
、
こ
れ
ら
を
統
一
す
る
と
い
う
こ
と
が
、
産
業
革
命
段
階
に
至
る
一
つ
の
重
要
な
条
件
で
あ

る
と
い
う
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
宇
部
で
は
、
地
元
百
年
の
大
計
を
意
図
し
、
石
炭
借
区
の
統
一
整
理
を
目
的
と
し
た
、
宇
部
共
同

義
会
を
同
十
九
年
(
一
八
八
六
)
に
結
成
し
、
宇
部
五
カ
村
内
の
鉱
業
権
を
す
べ
て
義
会
が
統
轄
す
る
こ
と
を
目
論
ん
だ
。
と
こ
ろ
が
地

⑮
 

主
の
試
掘
優
先
権
の
廃
止
を
う
た
う
鉱
業
条
例
の
施
行
に
至
り
、
そ
の
機
能
を
充
分
に
発
揮
し
え
な
か
っ
た
。
ま
た
筑
豊
で
も
、
開
業
者

団
体
と
し
て
、

は
じ
め
て
、
同
十
八
年
(
一
八
八
五
)
に
筑
豊
石
炭
鉱
業
組
合
の
組
織
を
結
成
し
、
小
坑
濫
立
の
弊
害
を
除
去
せ
ん
と
し

た
。
既
述
同
十
六
年
(
一
八
八
三
)
ま
で
の
借
区
資
料
に
よ
れ
ば
、
借
区
面
積
一
千
坪
以
下
の
も
の
が
、
筑
豊
で
は
全
借
区
数
の
六
O
%

有
余
を
占
め
て
お
り
、
肥
前
の
約
二
五
%
に
比
し
て
、

い
か
に
零
細
借
区
が
濫
立
し
て
い
た
か
が
把
握
し
う
る
。
か
か
る
小
坑
濫
立
を
防

ぐ
た
め
に
も
、
同
十
五
年
(
一
八
八
二
)
坑
法
を
改
正
し
、
石
炭
の
最
低
鉱
区
面
積
を
一
万
坪
と
制
限
を
加
え
、
こ
れ
を
条
例
時
代
に
も
踏

襲
す
る
に
至
っ
て
い
る
。
右
の
ご
と
き
小
坑
濫
立
の
顕
著
な
筑
豊
に
あ
っ
て
、
鉱
区
の
統
合
と
い
う
面
で
犬
き
な
役
割
を
果
し
た
の
は
、



同
二
十
一
年
(
一
八
八
八

γ
の
政
府
に
よ
る
選
定
鉱
区
の
制
定
と
、

海
軍
予
備
炭
田
の
指
定
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
解
放
は
、

数
十
万
坪

以
上
に
も
及
ぶ
大
鉱
区
を
筑
豊
各
地
に
成
立
せ
し
め
、
大
規
模
な
資
本
制
生
産
へ
の
前
提
的
基
盤
を
提
供
し
て
、
同
二
十
年
代
以
降
、
中

@
 

央
大
資
本
の
筑
豊
へ
の
進
出
を
導
く
に
至
っ
た
。
大
資
本
に
よ
る
優
良
鉱
区
の
独
占
化
が
進
展
し
た
炭
田
域
ほ
ど
、
鉱
区
の
統
合
が
進
ん

だ
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
か
つ
て
佐
賀
・
長
崎
よ
り
零
細
鉱
区
が
顕
著
で
あ
っ
た
福
岡
県
諸
炭
田
に
お
い
て
、
第
9
表
の
ご
と
く
、

同
三
十
九
年
(
一
九

O
六
)
現
在
、
佐
賀
・
長
崎
の
三
倍
前
後
に
当
る
、
三
五
・
八
万
坪
も
の
稼
行
一
鉱
区
平
均
坪
数
を
示
し
て
い
る
と

と
は
、
大
資
本
の
進
出
程
度
の
差
、

い
う
な
れ
ば
産
業
革
命
の
進
行
程
度
の
地
域
差
を
、

一
面
物
語
る
も
の
と
考
え
て
い
い
だ
ろ
う
。
大

資
本
の
進
出
程
度
の
地
域
差
に
は
、
炭
田
域
の
も
つ
地
域
的
・
自
然
的
な
条
件
と
、
既
述
し
た
ご
と
き
上
か
ら
の
政
策
的
な
面
が
大
き
く

日本産業革命期における鉱業の空間的展開

働
い
て
い
る
。
福
岡
県
炭
田
に
は
、
三
井
・
貝
島
・
三
菱
・
明
治
・
官
業
・
古
河
・
麻
生
な
ど
、
十
大
炭
鉱
企
業
の
内
の
七
つ
ま
で
が
進

出
し
、
岡
田
十
年
(
一
九

O
七
)
現
在
、
そ
れ
ら
の
経
営
す
る
年
産
十
万
ト
ン
以
上
の
大
炭
鉱
は
、

一
八
を
数
え
、
県
石
炭
産
額
の
約
六

五
%
程
度
を
、
と
の
七
つ
が
占
め
る
に
至
っ
て
い
る
。
長
崎
で
は
、
官
行
炭
山
で
あ
っ
た
高
島
に
三
菱
が
、
さ
ら
に
佐
賀
で
は
、
相
知
と

@
 

柚
木
原
に
、
三
菱
と
貝
島
が
そ
れ
ぞ
れ
進
出
し
て
い
る
程
度
で
あ
る
。
北
海
道
の
本
格
的
な
炭
鉱
開
発
は
、
六
年
間
官
行
の
後
、
同
二
十

二
年
(
一
八
八
九
)
に
北
海
道
炭
鉱
鉄
道
会
社
に
払
下
げ
ら
れ
た
、
石
狩
の
幌
内
炭
鉱
に
は
じ
ま
る
。
こ
の
炭
鉱
会
社
は
、
夕
張
第
一
・
第

二
、
空
知
・
幌
内
・
幾
春
別
な
ど
石
狩
の
大
炭
田
を
独
占
し
、
同
四
十
年
(
一
九

O
七
)
現
在
、
北
海
道
産
額
の
約
七
三
%
を
も
占
め
る

@
 

に
至
っ
て
い
る
。
北
海
道
の
採
掘
稼
行
鉱
区
は
、
同
三
十
九
年
(
一
九

O
六
)
現
在
、

一
一
鉱
区
平
均
八
三
万
坪
余
で
、
既
述
福
岡
県
の
そ

れ
と
比
較
し
て
、
二
倍
有
余
の
一
鉱
区
平
均
坪
数
を
も
っ
て
い
る
。
か
か
る
一
炭
鉱
資
本
の
独
占
、
大
き
な
鉱
区
規
模
、

な
ら
び
に
第
9
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表
の
ご
と
き
、
圧
倒
的
な
数
に
の
ぼ
る
試
掘
鉱
区
な
ど
を
み
る
と
き
、
九
州
や
本
州
の
主
要
炭
田
域
と
は
異
な
っ
た
、
新
興
的
な
北
海
道

の
炭
田
構
造
を
察
知
す
る
こ
と
が
で
き
る
。



。NH
第 g表明治39年末説在lむおける炭鉱開発の概況(稼行鉱区総坪数100万坪以上の道府県)

iJよ¥師、区数 稼行鉱区数 稼行鉱区 1稼行鉱 休業鉱区数 39年度石炭産額
年以上産炭5万山数トン

総坪数区平均坪数 (除豆炭・煽石)
明治問明治40年

坪|坪 トン
北海道 317 32 1 26，761，1311 836，285.3 99 1，454，018 3 b 

福 島 51 39 9，999，931 256，408.5 49 953，009 。 6 

2史 城 25 15 4，034，603 268，973.5 27 172，548 。 2 

長 野 13 30 2，965，760 98，858.7 10 12，616 

山 形 6 17 2，685，322 157，960.1 21 5，278 

一 重 9 7 1，066，795 152，399.4 6 4，754 

不日 歌 山 3 11 1，142，604 103，873.0 5 51，944 

島 根 3 10 1，727，266 172，726.6 1 10，070 

山 口 20 73 11，655，589 145，966.9 92 302，434 。 1 

福 岡 34 266 95，103，864 357，533 31 423 8，377，460 18 35 

佐 賀 22 149 20，017，939 134，348.6 94 1，030，362 1 6 

長 崎 17 154 17，939，659 116，491. 2 155 462，341 2 2 

責員 本 43 34 4，837，313 142，273.9 61 57，946 

全 国 638 872 203，381，682 233，235.9 1，115 12，913，635 24 58 I 

資料:高野江基太郎の明治41年「日ホ炭砿誌」より作成



ま
た
同
十
五
年
ご
八
八
二
)
竣
工
を
み
た
、
小
樽

1
幌
内
炭
鉱
聞
の
北
海
道
初
期
の
鉄
道
は
、
石
狩
炭
田
や
石
狩
原
野
の
開
発
を
促

進
し
た
と
と
は
も
ち
ろ
ん
の
と
と
、

日
本
の
内
陸
石
炭
輸
送
の
上
に
、
画
期
的
な
鉄
道
時
代
を
も
た
ら
し
た
。
遠
賀
川
の
河
川
交
通
に
依

存
し
て
い
た
、
筑
豊
へ
の
鉄
道
進
出
は
、
同
二
十
四
年
(
一
八
九
一
)
の
若
松

l
直
方
の
開
通
に
は
じ
ま
り
、
常
磐
炭
田
域
も
、
鉄
道
時

代
を
む
か
え
て
、

東
京
市
場
で
の
地
位
を
確
立
す
る
に
至
っ
た
。

同
二
十
六
年
(
一
八
九
三
)

に
は
、

さ
ら
に
石
炭
市
場
を
み
る
と
、

全
国
出
荷
高
に
対
す
る
輸
出
高
比
率
が
四
五
・
三
%
で
あ
っ
た
が
、
輸
出
高
が
一
そ
の
こ
・
二
倍
程
度
の
増
加
を
み
て
い
た
、
同
三
十

@
 

六
年
(
一
九
O
三
)
に
は
、
輸
出
高
比
率
が
三
四
・
四
%
と
低
下
し
て
い
る
。
こ
の
と
と
は
工
業
用
炭
を
筆
頭
と
し
た
、
園
内
消
費
の
増

加
を
物
語
っ
て
い
る
が
、

か
か
る
面
か
ら
も
、
石
炭
鉱
業
が
、
安
定
的
な
園
内
市
場
依
存
を
高
か
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
著
し
く
発
展
し

日本産業革命期における鉱業の空間的展開

て
い
っ
た
と
と
が
察
知
さ
れ
よ
う
。
同
四
十
年
こ
九
O
七
)
現
在
、
東
京
・
千
葉
・
神
奈
川
・
鳥
取
を
除
く
、
他
の
す
べ
て
の
道
府
県

に
お
い
て
、
炭
田
面
積
の
分
布
が
、
第
三
紀
層
域
を
中
心
に
み
ら
れ
る
に
及
ん
だ
が
、
全
国
産
額
の
七
O
%
近
く
は
、
福
岡
県
内
炭
田

@
 

で
産
出
し
て
い
た
。
な
お
採
炭
技
術
面
か
ら
の
、
炭
田
開
発
近
代
化
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
と
こ
で
は
省
略
し
て
お
き
た
い
。

回
、
鉄
鉱
業
の
空
間
的
分
布
構
造
の
変
容

一
応
第
5
図
は
、
明
治
期
に
お
け
る
、

日
本
の
鉄
生
産
の
基
本
的
な
動
き
を
明
快
に
示
し
て
い
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
日
本
の
鉄
生
産

の
中
心
は
、
同
二
十
五
・
六
年
頃
ま
で
は
、
未
だ
第
2
図
の
中
国
山
地
に
あ
り
、
同
二
十
二
年
(
一
八
八
九
)
当
時
に
し
て
、
全
国
生
産

の
八
O
%
近
く
が
、
鳥
取
・
島
根
・
広
島
・
岡
山
の
四
県
で
占
め
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
中
園
地
方
の
鉄
生
産
と
い
え
ば
、
花
崩
岩
山

地
に
お
け
る
砂
鉄
採
取
の
鉄
穴
場
の
作
業
、
砂
鉄
か
ら
銑
・
錯
を
製
す
る
錨
の
作
業
、

お
よ
び
錬
鉄
を
製
す
る
鍛
冶
屋
の
作
業
と
い
っ

121 

た
、
日
本
古
来
か
ら
の
伝
統
的
な
製
鉄
法
を
基
本
的
に
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
る
。
中
国
山
地
の
黒
雲
母
花
崩
岩
を
母
岩
と
す
る
「
宴
砂
」

原
鉱
は
、
玉
鋼
と
し
て
名
声
を
生
ん
だ
が
、

か
か
る
自
然
的
基
盤
と
、
古
来
か
ら
の
伝
統
に
加
え
て
、
位
置
的
に
大
阪
市
場
に
近
接
し
て
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い
た
と
い
う
こ
と
な
ど
の
条
件
に
よ
っ
て
、
近
世
期
、
す
で
に
陸
中
な

ど
奥
羽
地
方
を
圧
し
て
、
鉄
の
主
産
地
と
し
て
の
地
位
を
、
中
園
地
方

蹴
械
が
確
立
す
る
に
至
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
で
、
問
題
は
、
か
か
る
砂
鉄
鉱

態
撒
け
業
が
、
銅
や
石
炭
鉱
業
な
ど
に
お
い
て
、
す
で
に
産
業
革
命
を
体
験
し

動
明
じ

初
出
罫
つ
つ
あ
っ
た
同
二
十
年
代
に
入
る
も
、
な
お
前
近
代
的
な
生
産
構
造
を

開
時
前
基
本
的
に
踏
襲
し
な
が
ら
鉄
鉱
業
の
主
体
を
な
し
て
い
た
と
い
う
こ
と

議
「
6

自
四
回
で
あ
る
。

凋
凶
剣
勝

I
」

E
-
史
日
本
に
お
け
る
鉄
生
産
の
近
代
化
の
問
題
は
、
鉄
鉱
業
と
し
て
で
は

5
校

達

第

三

発

な
く
、
む
し
ろ
製
鉄
業
自
体
の
問
題
に
集
中
し
て
一
般
に
と
り
あ
げ
ら

料資
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れ
た
。
新
技
術
の
導
入
に
よ
る
製
鉄
法
の
近
代
化
が
、
在
来
の
砂
鉄
製

錬
法
の
近
代
化
と
し
て
で
は
な
く
、
幕
末
よ
り
陸
中
釜
石
地
方
な
ど
に

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
洋
式
高
炉
と
い
う
新
技
術
に
、
砂
鉄
製
錬
が
本
来
的
に
適
応
し
難
い
性
格
を
も
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
よ
る

採
掘
を
み
た
岩
鉄
を
対
象
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
周
知
の
と
と

が
、
明
治
政
府
は
こ
こ
に
、
近
代
的
な
鉄
生
産
に
対
応
す
べ
く
、
同
七
年
(
一
八
七
四
)
に
は
釜
石
鉱
山
を
、
さ
ら
に
同
十
一
年
(
一
八

ぉ
、
広
島
県
が
管
理
し
た
、

七
八
)
に
は
上
野
国
甘
楽
郡
の
中
小
坂
鉱
山
と
、
砂
鉄
の
「
鉄
山
」
で
は
な
く
、
岩
鉄
の
「
鉄
鉱
山
」

か
の
砂
鉄
の
官
営
広
島
鉄
山
が
同
八
年
(
一
八
七
五
)
よ
り
存
在
し
て
い
た
が
、
こ
れ
は
一
種
の
救
済
事
業

を
官
行
す
る
に
至
っ
て
い
る
。
な

的
性
格
を
も
も
ち
、
そ
の
出
発
を
異
に
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
で
右
の
釜
石
・
中
小
坂
と
も
、
周
知
の
ご
と
・
く
、
そ
の
官
行
は
惨
め
な
失
敗



か
か
る
と
こ
ろ
に
も
鉄
鉱
業
に
お
け
る
産
業
革
命
の
進
行
が
、
他
に
比
し
遅
れ
た
理
由
が
ひ
そ
ん
で
い
よ
う
。
こ
の
失
敗

の
重
要
な
原
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
製
鉄
部
門
の
み
に
関
心
が
集
中
し
、
そ
の
前
提
と
し
て
の
鉄
鉱
山
の
探
鉱
開
発
の
問
題
が

に
帰
し
た
が
、

疎
遠
に
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
釜
石
の
官
行
に
当
っ
て
、

@
 

を
得
ば
、
独
り
内
国
の
需
用
に
供
す
る
の
み
な
ら
ず
、
亦
輸
出
の
一
品
た
ら
ん
」
と
い
っ
た
ご
と
き
政
府
見
解
の
内
に
、
そ
の
出
発
の
あ

「
本
邦
は
炭
鉄
に
富
め
る
を
以
て
そ
の
採
製
の
術

ま
さ
が
あ
っ
た
こ
と
は
見
逃
せ
な
い
。
事
実
、
釜
石
の
鉄
鉱
埋
蔵
量
の
確
認
に
お
い
て
、
わ
ず
か
に
二
二
万
ト
ン
余
と
い
う
工
部
省
小
技

@
 

長
の
悲
観
的
な
報
告
が
、
官
行
廃
棄
の
一
大
原
因
と
な
っ
て
い
る
。
中
小
坂
鉱
山
も
、
動
機
的
に
は
高
炉
の
故
障
続
出
な
ど
に
よ
る
「
収

日本産業革命期における鉱業の空間的展開

支
相
償
は
ず
」
が
原
因
で
惨
め
な
結
果
に
終
っ
た
が
、
鉄
鉱
山
の
自
然
的
基
盤
自
体
に
将
来
性
が
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
注
意
す
べ
き

@
 
で
、
こ
の
こ
と
が
、
釜
石
の
ご
と
く
に
後
年
再
起
し
え
な
か
っ
た
最
大
原
因
と
も
な
っ
て
い
る
。
か
の
坑
法
時
代
に
お
い
て
、
鉄
鉱
山
は

第
五
表
の
ご
と
く
、
陸
中
を
は
じ
め
と
し
て
、
磐
城
・
信
濃
・
伯
蓄
な
ど
に
お
い
て
、
わ
ず
か
に
借
区
を
う
け
る
も
の
が
応
っ
た
が
、
{
目

行
鉄
鉱
山
す
ら
廃
棄
に
帰
し
た
同
十
六
年
(
一
八
八
三
)
当
時
、
鉄
鉱
山
か
ら
の
産
鉄
は
、
全
体
の
一
%
余
に
も
満
た
な
か
っ
た
状
態
の

@
 

ょ
う
で
あ
る
。
零
細
借
区
の
濫
立
時
代
に
お
い
て
、
鉄
鉱
山
の
登
場
が
比
較
的
少
く
、
ま
た
民
聞
大
資
本
が
、
鉄
鉱
山
の
開
発
に
容
易
に

進
出
を
試
み
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
製
鉄
業
の
技
術
的
・
経
営
的
な
問
題
や
、
鉄
需
要
の
問
題
の
み
で
な
く
、
や
は
り
日
本
に
お
け

る
鉄
鉱
山
自
体
の
自
然
的
基
盤
の
貧
弱
性
に
も
よ
る
で
あ
ろ
う
。

切
の
払
下
げ
を
、

ひ
と
り
釜
石
鉱
山
は
、
同
二
十
年
(
一
八
八
七
)
、
旧
宮
行
の
鉱
山
用
地
又
び
建
物
諸
機
械
な
ど
一

田
中
長
兵
衛
が
受
け
る
に
及
ん
で
、
近
代
的
鉄
鉱
山
と
し
て
の
基
礎
を
漸
次
確
立
す
る
に
至
つ
向
。
運
搬
設
備
の
近
代

か
か
る
様
相
の
な
か
に
あ
っ
て
、
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化
を
は
か
り
つ
つ
、
採
掘
区
域
も
官
行
時
代
の
大
橋
鉱
区
か
ら
橋
野
鉱
区
方
面
と
拡
大
し
、
海
抜
五
百
米
前
後
か
ら
一
千
米
に
も
及
ぶ
山

聞
に
、
主
と
し
て
露
天
掘
採
掘
を
展
開
す
る
に
至
っ
た
。
同
二
十
三
年
(
一
八
九

O
)
に
は
、

か
の
鉄
鉱
埋
蔵
量
が
数
百
万
ト
ン
に
及
ぶ



こ
と
が
確
認
さ
れ
、
相
つ
ぐ
資
源
調
査
に
よ
っ
て
、
同
二
十
年
代
未
に
は
五
千
万
ト
ン
近
く
も
の
老
大
な
量
が
推
定
さ
れ
る
に
至
っ
て
、

@
 

か
つ
て
の
悲
観
論
は
打
破
さ
れ
、
鉄
鉱
業
の
近
代
化
が
意
欲
的
に
推
し
進
め
ら
れ
て
い
っ
た
。
ま
た
従
来
の
木
炭
銑
の
み
に
対
し
て
、
同

@
 

日
清
戦
争
に
際
会
し
て
の
生
産
量
の
増
加
を
も
っ
た
。
ま
さ
に
こ
の
二
十
七
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二
十
七
年
(
一
八
九
四
)
か
ら
は
コ
ー
ク
ス
銑
も
加
わ
り
、

年
(
一
八
九
四
)
を
境
に
、
第
5
図
の
ご
と
く
、
中
国
山
地
の
旧
来
の
砂
鉄
銑
か
ら
、
釜
石
の
近
代
的
な
高
炉
銑
へ
と
、
銑
鉄
生
産
の
中

心
が
移
行
す
る
に
至
っ
て
い
る
。

鉄
生
産
の
空
間
的
分
布
も
、

か
か
る
産
業
革
命
の
進
行
と
と
も
に
、

第
2
図
の
ご
と
き
中
国
山
地
を

中
心
に
各
地
に
散
在
し
て
い
た
広
域
生
産
圏
か
ら
、
釜
石
、
さ
ら
に
は
八
幡
と
い
っ
た
特
定
地
点
に
、
構
造
的
変
容
を
と
も
な
い
な
が
ら

核
的
に
集
中
化
す
る
過
程
を
た
ど
っ
て
い
た
。
第
1
図
の
ご
と
く
、
同
三
十
四
年
(
一
九

O
一
)
、
官
営
八
幡
製
鉄
所
の
操
業
に
よ
っ
て

内外鉄価対比表(百斤・円)

年 次|預貯|輸入銑鉄|融鞍
明治10年 4.55円 1.15円 53 

11年 4.85 0.95 60 

12年 5.54 0.97 66 

13年 6.38 0.94 59 

14年 7.48 0.88 67 

15年 6.42 1.19 59 

16年 4.85 0.95 51 

17年 3.25 0.90 53 

18年 3. 17 1. 13 56 

19年 2.50 0.86 55 

第10表

鉄
生
産
は
急
激
に
上
昇
し
、
鉄
生
産
の
中
心
も
釜
石
か
ら
と
の
八
幡
に
移
行
し

資料:小島「日本鉄鋼史・明治篇J67頁

た
。
か
か
る
鉄
生
産
を
鉱
業
生
産
と
し
て
把
握
し
う
る
の
は
、

せ
い
ぜ
い
釜
石
段

階
ま
で
で
、
八
幡
段
階
に
至
れ
ば
、
も
は
や
鉱
業
活
動
の
一
環
と
し
て
で
は
な

く
、
純
然
た
る
工
業
生
産
で
あ
る
。
か
く
の
ご
と
く
、
産
業
革
命
の
過
程
に
お
い

て
、
臼
木
の
製
鉄
業
の
核
心
は
、

日
本
の
鉄
鉱
山
と
、
地
域
的
に
も
ま
た
原
料
供

給
面
か
ら
も
、
分
離
し
て
い
く
過
程
を
た
ど
る
の
で
あ
る
。
八
幡
に
お
い
て
も
、

最
初
の
鉄
鉱
石
の
園
内
自
給
と
い
う
方
針
を
変
更
せ
ざ
る
を
得
ず
、
操
業
を
開
始

す
る
や
、
釜
石
や
柵
原
の
磁
鉄
鉱
以
外
に
、
中
国
大
冶
産
な
ど
外
国
の
鉄
鉱
石
に

@
 

依
存
す
る
に
及
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
な
お
釜
石
段
階
の
も
の
と
し
て
、
間
四
十

@
 

年
(
一
九

O
七
)
当
時
、
岩
手
県
の
仙
人
鉱
山
が
あ
っ
た
。
日
本
に
お
け
る
鉄
鉱



明治40:年頃，鉱夫500名以上の鉱山における直轄・飯場制度の概況

1総数に対する割合|持臨みに対 i石炭山rz対するi
28.0% 25.0% 32.0% 

36. 5 50. 0 26. 0 

35.5 25.0 42.0 

資料:明治41年「鉱夫待遇事例」

日本産業革命期における鉱業の空間的展開

第11表
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別

直轄制度

飯場制度

両制度併用ノモノ

種

山
開
発
の
限
界
は
、
八
幡
段
階
に
至
り
て
、
早
く
も
露
呈
す
る
結
果
と
な
っ
た
。
明
治
初
期
よ
り
、
鉄
商
に
と

っ
て
第
四
表
の
ご
と
く
割
安
の
輸
入
鉄
に
圧
迫
さ
れ
て
い
た
中
国
山
地
の
砂
鉄
業
は
、
既
述
し
た
ご
と
く
、
近

代
的
な
洋
式
製
鉄
法
に
適
応
し
え
な
か
っ
た
が
た
め
に
、
三
十
年
代
以
降
著
し
く
衰
退
し
、
と
く
に
生
産
条
件

@
 

の
よ
く
な
か
っ
た
岡
山
・
広
島
県
に
お
い
て
そ
れ
が
目
立
っ
た
。
か
か
る
鉄
鉱
業
の
空
間
的
分
布
の
変
容
が
、

そ
れ
と
、
例
え
ば
木
炭
生
産
な
ど
を
通
じ
て
、
直
結
し
て
い
た
地
域
社
会
に
、
大
き
な
構
造
的
変
容
を
も
た
ら

し
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
こ
の
重
要
な
問
題
に
つ
い
て
は
、
後
日
の
課
題
と
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

あ
と
が
き

以
上
、
全
く
皮
相
的
な
展
望
に
終
り
、
冒
頭
に
掲
げ
た
課
題
が
い
か
に
大
き
く
し
て
、
そ
の
精
細
な
究
明
が

い
か
に
重
要
で
あ
る
か
の
感
を
残
し
た
こ
と
は
否
め
な
い
。
資
料
調
査
の
不
足
に
加
え
て
、
紙
面
的
な
制
約
も

あ
っ
て
、

か
か
る
結
果
に
終
っ
た
が
、

と
も
か
く
主
題
の
も
つ
意
義
に
つ
い
て
は
、
若
干
明
ら
か
に
し
え
た
も

の
と
思
っ
て
い
る
。
し
か
し
方
法
論
的
に
も
、
も
っ
と
各
鉱
業
空
間
自
体
の
構
造
的
な
側
面
に
立
っ
て
、
展
望

を
試
み
る
べ
き
で
あ
っ
た
。

一
つ
の
鉱
業
空
聞
に
お
い
て
も
、
明
治
四
十
年
段
階
に
お
い
て
、
産
業
革
命
は
、
基
本
的
に
は
採
鉱
・
製
錬

な
ど
事
業
部
門
の
み
に
お
い
て
進
行
し
て
お
り
、
労
働
力
部
門
に
お
い
て
は
、
条
例
時
代
に
至
り
て
は
じ
め
て

法
制
的
に
鉱
夫
の
規
定
を
も
っ
た
と
は
い
え
、
飯
場
制
度
・
友
子
組
合
制
度
と
い
っ
た
原
生
的
な
労
働
力
雇
傭

@
 

関
係
が
強
く
維
持
さ
れ
て
い
た
(
第
日
表
)
。
ま
た
産
業
革
命
が
、
鉱
業
と
地
域
社
会
と
の
対
応
関
係
の
上

に
、
ど
の
よ
う
な
問
題
を
生
ぜ
し
め
た
か
、

か
か
る
問
題
に
つ
い
て
は
、
私
の
貧
弱
な
個
別
的
研
究
に
お
い
て
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若
干
と
り
あ
げ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
が
、

こ
れ
ら
の
問
題
を
包
含
せ
し
め
て
、
も
っ
と
本
論
の
展
開
を
具
体
化
す
べ
き
で
あ
っ
た
こ
と
は

い
う
ま
で
も
な
い
。
き
び
し
い
御
叱
正
と
御
教
示
を
期
待
し
て
摘
筆
す
る
。

終
り
に
文
献
資
料
蒐
集
の
面
で
、
多
大
の
御
便
宜
を
戴
い
た
大
橋
博
氏
に
、
深
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

註
①
川
崎
茂
(
一
九
五
八
)
「
鉱
山
業
近
代
化
の
空
間
的
構
造
展
開
」
地
理
評
三
一
巻
一
一
一
号

川
崎
茂
(
一
九
五
七
)
「
伊
予
別
子
山
村
に
み
ら
れ
る
鉱
山
と
山
村
」
地
理
評
三

O
巻
四
号

川

崎

茂

こ

九

六

O
)

「
飛
騨
神
岡
鉱
山
の
近
代
化
と
地
域
の
対
応
」
人
文
地
理
一
二
巻
一
号

②
石
村
善
助
こ
九
六
O
)
「
鉱
業
権
の
研
究
」
六
五
頁
掲
載
史
料

③
工
部
省
鉱
山
課
・
明
治
十
六
年
十
二
月
三
十
一
日
調
「
鉱
山
借
区
一
覧
表
」

④
地
誌
課
編
纂
「
日
本
地
誌
提
要
」
を
整
理
(
整
理
表
掲
載
略
)
し
て
み
て
も
示
し
う
る
明
治
五
・
六
年
頃
の
全
国
的
な
鉱
山
開
発
の
概
況
か
ら

推
し
て
、
当
時
の
多
く
の
民
行
鉱
山
は
不
定
定
極
り
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

①
註
①
石
村
氏
前
掲
著
一
一
頁
に
、
鉱
業
法
制
に
お
け
る
こ
つ
の
類
型
と
し
て
「
鉱
業
権
主
義
」
と
「
土
地
所
有
者
主
義
」
を
あ
げ
て
い
る
。

⑦
註
②
石
村
氏
前
掲
著
書

⑦
川
崎
茂
こ
九
六
一
一
)
「
鉱
業
と
村
落
の
対
応
特
に
明
治
前
半
期
を
中
心
と
し
て
」
史
学
研
究
八
四
号

①
鎌
田
明
(
一
九
四
三
)
「
グ
ル
ト
・
ネ
ッ
ト
l
の
日
本
鉱
山
業
振
興
策
」
経
済
史
研
究
二
九
巻
三
号

①
註
①
前
掲
拙
稿
の
内
、
飛
騨
神
岡
鉱
山
の
も
の
参
照

⑮
フ
ラ
ン
シ
ス
ク
・
コ
ワ
ニ
エ
こ
八
七
六
)
、
石
川
準
士
口
一
編
訳
こ
九
四
四
)
「
日
本
鉱
物
資
源
に
関
す
る
覚
書
」
七
八
頁

⑪
川
崎
茂
こ
九
五
七
)
「
鉱
山
集
落
と
し
て
の
備
中
吹
屋
の
地
域
的
構
造
」
人
文
地
理
九
巻
三
号

⑫
石
川
成
章
二
九
二
八
)
「
本
邦
鉱
業
の
今
昔
」
地
球
一

O
巻
三
号
、
一
一
二
三
頁

⑮
註
①
前
掲
拙
稿
「
鉱
山
業
近
代
化
の
空
間
的
構
造
展
開
」
参
照

@
日
本
工
学
会
(
一
九
三

O
)

「
明
治
工
業
史
鉱
業
篇
」
一
一
一
一
一
貝

@
同
和
鉱
業
株
式
会
社
こ
九
五
五
)
「
七
十
年
の
回
顧
」
な
ら
び
に
註
@
前
掲
書

⑮
註
⑮
前
掲
書
六
O
O頁
1
六
O
一一貝

@
脇
坂
昭
夫
こ
九
六
二
)
「
近
世
後
期
瀬
戸
内
海
に
お
け
る
廻
船
業
1

藤
本
屋
を
例
と
し
て
|
」
芸
備
地
方
史
研
究
四
一
・
四
二
号

編
こ
九
五
三
)
「
宇
部
産
業
史
」
川
崎
茂
こ
九
六
O
)
「
宇
部
の
石
炭
」
日
本
産
業
史
大
系
七
巻

⑬
⑬
註
⑫
前
掲
拙
稿

@
高
橋
正
雄
編
こ
九
六
二
年
)

俵
田
明

「
変
り
ゆ
く
筑
豊

i
石
炭
問
題
の
解
明
」
四
一
一
貝

1
四
四
頁



⑧
高
野
江
基
太
郎
(
一
九
O
八
)
「
日
本
炭
砿
誌
」
二
ハ
O
頁

t
一
六
四
頁
の
資
料

⑫
註
@
前
掲
書
、
九
三
頁
の
資
料

⑧
註
@
前
掲
書
、
四
二
頁
資
料

⑧
東
京
鉱
山
監
督
署
こ
九
一
一
)
「
日
本
鉱
業
誌
」
、
一
三
七
頁

1
一
回
O
頁
資
料

⑧
日
本
鉄
鋼
史
編
纂
会
編
(
一
九
四
五
)
「
日
本
鉄
鋼
史
(
明
治
篇
こ
コ
一
二
頁
資
料

@
明
治
二
十
六
年
臨
時
製
鉄
事
業
調
査
会
報
告
(
註
⑧
前
掲
書
所
収
)

@
三
枝
博
音
・
飯
田
賢
一
一
編
(
一
九
五
七
)
「
日
本
近
代
製
鉄
技
術
発
達
史
」

@
大
橋
博
(
一
九
六
一
)
「
明
治
前
期
に
お
け
る
鉄
生
産
の
分
布
状
態
と
諸
問
題
」
た
た
ら
研
究
七
号
、
七
頁

⑧
富
士
製
鉄
株
式
会
社
釜
石
製
鉄
所
ご
九
五
六
)
「
釜
石
製
鉄
所
七
十
年
史
」
四
六
頁

t四
八
頁
資
料

@
@
@
註
@
@
前
掲
書

@
註
⑫
⑧
前
掲
書

@
註
⑧
前
掲
室
田
な
ら
び
に
、
註
@
大
橋
論
文
に
て
と
り
あ
げ
て
い
る
。

⑧
農
商
務
省
鉱
山
局
(
一
苅
O
八
)
「
鉱
夫
待
遇
事
例
」
や
註
⑧
前
掲
書
に
お
い
て
明
治
期
の
鉱
夫
の
諸
様
相
を
詳
細
に
示
し
て
い
る
。
こ
の
間

題
に
つ
い
て
は
川
崎
の
一
連
の
論
文
に
て
と
り
あ
げ
て
い
る
。

⑧
註
①
前
掲
拙
稿
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